
昨
年
は
日
本
各
地
で
の
台
風
や
豪
雨
、
中
越

地
震
の
被
害
が
あ
り
、
ま
た
、
ス
マ
ト
ラ
沖
大

地
震
に
よ
る
津
波
な
ど
災
害
が
多
く
発
生
し
た

年
で
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
、
い
ま
な

お
困
難
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々

に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
17
年
度
は
品
川
区
を
は
じ
め
23
区
の

真
の
自
治
権
を
確
立
す
る
大
事
な
年
で
す
。
平

成
12
年
に
都
区
制
度
改
革
が
実
現
し
、
各
区
は

基
礎
的
自
治
体
と
な
り
ま
し
た
が
、
課
題
と
し

て
積
み
残
さ
れ
て
い
る
「
都
区
の
役
割
分
担
の

あ
り
方
と
財
源
配
分
」
は
、
い
ま
だ
に
解
決
し

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
17
年
度
は
「
財
政
自

主
権
を
確
立
し
、
区
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
つ
く
る
」こ
と
を
基
本
テ
ー
マ
と
し
て
、

区
政
を
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

国
内
経
済
は
景
気
の
緩
や
か
な
回
復
を
続
け

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
の
三
位
一

体
改
革
の
具
体
的
な
影
響
な
ど
に
よ
り
、
自
治

体
の
財
政
運
営
は
更
に
厳
し
い
も
の
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
都
で
は
都
税
の
増

収
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
４
年
連
続
の
緊
縮
型

予
算
で
、
三
位
一
体
改
革
と
相
ま
っ
て
区
政
へ

の
影
響
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

従
い
ま
し
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応

え
て
い
く
た
め
に
は
、
強
固
な
財
政
基
盤
を
維

持
し
つ
つ
、
時
代
を
先
取
り
し
た
積
極
的
な
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
17
年
度
は
、
基
本
方
針
と
し
て
次

の
三
つ
の
項
目
を
掲
げ
ま
し
た
。

平
成
12
年
の
都
区
制
度
改
革
の
と
き
、
都
区

間
で
引
き
続
き
協
議
す
る
と
さ
れ
て
い
た
五
つ

の
課
題
の
解
決
で
す
。

具
体
的
に
は
、
第
一
に
、
大
都
市
事
務
に
お

け
る
都
区
間
の
役
割
分
担
を
踏
ま
え
た
財
源
配

分
の
あ
り
方
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
第
二
に
、

12
年
４
月
に
移
管
さ
れ
た
清
掃
事
業
に
対
す
る

関
連
経
費
の
財
源
配
分
を
確
定
す
る
こ
と
、
第

三
に
、
小
中
学
校
の
改
築
需
要
が
急
増
す
る
こ

と
へ
の
対
応
を
図
る
こ
と
、
第
四
に
、
都
市
計

画
事
業
の
実
施
状
況
に
合
っ
た
都
市
計
画
税
の

配
分
を
行
う
こ
と
、
第
五
に
、
大
き
な
制
度
改

正
が
あ
っ
た
場
合
に
財
源
配
分
を
変
更
す
る
こ

と
、
の
五
課
題
で
す
。
財
源
の
独
立
な
く
し
て
、

基
礎
的
自
治
体
と
し
て
の
23
区
の
自
立
は
あ
り

え
な
い
と
い
う
立
場
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
都
は
国
の
三
位
一
体
改
革
を
批
判
す
る
一

方
で
、
23
区
に
対
し
補
助
金
な
ど
の
見
直
し
を

強
く
主
張
す
る
な
ど
、
真
の
地
方
分
権
と
は
逆

行
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

す
。
一
日
で
も
早
く
各
区
が
強
固
な
財
政
基
盤

を
確
立
し
、
基
礎
的
自
治
体
と
し
て
区
民
に
身

近
な
仕
事
は
区
が
実
施
で
き
、
皆
さ
ん
の
期
待

に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
都
に
対
し
「
権
限
と

財
源
の
委
譲
」
を
強
く
働
き
か
け
て
い
く
決
意

で
す
。

災
害
対
策
と
犯
罪
防
止
の
対
策
が
、
今
、
一

番
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

防
災
対
策
で
は
、
直
下
型
地
震
の
発
生
す
る

可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
都
市
部
の
地
震

に
対
す
る
備
え
を
万
全
な
も
の
へ
整
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
品
川
区
地
域
防
災

計
画
は
、
地
震
災
害
の
予
防
と
応
急
対
策
、
風

水
害
予
防
、
災
害
復
旧
な
ど
に
つ
い
て
定
め
、

都
市
の
安
全
に
対
す
る
備
え
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
越
地
震
や
海
外
の
災
害

事
例
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
と
、
更
な
る
防

災
対
策
の
強
化
が
必
要
と
受
け
止
め
て
い
ま

す
。
危
機
管
理
や
防
災
体
制
を
見
直
す
と
と
も

に
、
防
災
情
報
機
能
や
避
難
所
の
充
実
を
図
る

ほ
か
、
民
間
事
業
所
な
ど
と
の
協
力
体
制
の
強

化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
犯
罪
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
で

は
、
地
域
の
安
全
は
地
域
で
作
り
上
げ
る
こ
と

が
基
本
で
す
。
区
内
の
犯
罪
件
数
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
被
害
が

な
く
な
る
よ
う
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
方
が
自
主
的

に
防
犯
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
町
会
、
自
治
会
を
は
じ
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
事
業
者
な
ど
と
協
力
し
て
、

地
域
の
防
犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
安
全
の

輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

子
育
て
支
援
に
お
け
る
区
の
役
割
は
、
区
民

が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
、
喜
び
を
感

じ
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
少
子
化

対
策
と
し
て
、
子
育
て
家
庭
を
社
会
全
体
で
支

援
し
て
い
く
考
え
に
基
づ
き
、
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
子
ど
も
す
こ
や
か
医
療
費
助
成
」
に
引
き
続

き
、
妊
婦
か
ら
乳
幼
児
や
小
学
生
、
中
学
・
高

校
生
ま
で
の
成
長
過
程
に
合
わ
せ
、
子
ど
も
た

ち
の
心
身
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
、
総
合
的
な
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平
成
17
年
第
１
回
区
議
会
定
例
会
は
2
月
22
日
に
開
会
し
、
17
年
度
一
般
会
計
予
算
や
各

種
議
案
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

橋
久
二
区
長
は
開
会
に
あ
た
り
、
区
政
運
営
の
基
本
的
な
方

針
と
施
策
に
つ
い
て
所
信
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
区
長
の
施
政
方
針
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

事
業
展
開
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

子
育
て
に
関
す
る
施
設
、
人
材
を
組
み
替
え
、

再
編
成
し
、
新
し
い
工
夫
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
積
極
的
な
施
策
を
打
ち
出
す
財
政

基
盤
を
保
つ
に
は
、
不
断
の
努
力
に
よ
り
行
財

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
17
年
度
は
、
事
務
処
理
の
電
子
シ
ス
テ

ム
化
や
学
校
給
食
の
調
理
業
務
代
行
の
導
入
、

図
書
館
の
窓
口
業
務
の
全
面
委
託
な
ど
に
よ

り
、
職
員
定
数
を
73
人
削
減
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
八
潮
団
地
開
設
以
来
の
内
部
努
力
に
よ

る
延
べ
削
減
数
は
１
５
３
８
人
と
な
り
ま
す
。

以
上
に
よ
り
、
区
財
政
の
健
全
性
を
維
持
し

つ
つ
、
重
要
な
施
策
を
積
極
的
に
予
算
化
し
た

結
果
、
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
比
０
・
２
％

増
の
１
２
９
２
億
円
余
、
16
年
度
の
特
殊
要
因

を
除
い
た
算
定
で
は
、
前
年
度
比
７
・
１
％
増

の
積
極
的
な
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

主
要
五
課
題
を
早
期
に
解
決

基
本
方
針

そ
の
1

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

基
本
方
針

そ
の
2

安
心
し
て
子
ど
も
を

生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

基
本
方
針

そ
の
3

財
政
基
盤
を
強
固
に

積
極
的
な
施
策
展
開
を

施政方針を表明する 橋久二区長

平成17年度施政方針
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暮
ら
し
の
安
全
を
確
保
し
、
区
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
、
区
の
基
本
的
な

役
割
で
す
。
そ
の
た
め
、
災
害
や
犯
罪
、
事
故
な
ど
、

様
々
な
危
機
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
と
し
て
、
危
機

管
理
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

震
災
対
策

避
難
所
で
あ
る
学
校
の
ほ
か
保
育
園
や
幼
稚
園
、
児
童

セ
ン
タ
ー
の
耐
震
補
強
工
事
を
早
急
に
実
施
し
、
学
校
避

難
所
の
機
能
を
高
め
る
た
め
、
受
水
槽
に
漏
水
遮
断
装
置

を
取
り
付
け
て
飲
料
水
を
確
保
し
ま
す
。
災
害
対
策
本
部

で
は
、
衛
星
電
話
に
よ
る
情
報
通
信
網
の
強
化
や
職
員
の

長
期
間
従
事
体
制
の
再
検
討
、
危
機
管
理
室
と
の
連
携
な

ど
を
強
化
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
民
間
事
業
所
と
の
協
力

体
制
の
強
化
、
障
害
者
や
高
齢
者
の
救
援
・
救
護
の
仕
組

み
、
地
域
の
支
援
体
制
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

防
災
セ
ン
タ
ー
に
地
域
の
災
害
危
険
度
情
報
な
ど
を
提

供
す
る
立
体
映
像
装
置
を
備
え
、
区
民
の
防
災
意
識
の
向

上
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
助
成
に
加
え
、
新
た
に
耐
震
改

修
工
事
の
資
金
融
資
を
あ
っ
旋
し
ま
す
。
防
災
生
活
圏
促

い
ま
や
少
子
化
対
策
は
、
国
と
自
治
体
に
共
通
し
た
緊

急
の
課
題
で
す
。
区
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て

ら
れ
る
環
境
を
整
え
、
子
ど
も
の
成
長
段
階
に
合
わ
せ
た

き
め
細
か
な
事
業
を
体
系
化
し
展
開
し
ま
す
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
力
強
く
育
つ
教
育
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
区
の
使
命
で
す
。

出
産
期
・
乳
児
期
の
子
育
て
支
援

健
や
か
親
子
学
習
や
食
を
通
し
て
の
子
育
て
支
援
、
新

生
児
訪
問
指
導
の
充
実
、
携
帯
電
話
に
よ
る
子
育
て
支
援

情
報
の
提
供
な
ど
、
在
宅
で
の
子
育
て
の
孤
立
化
を
予
防

し
ま
す
。
児
童
福
祉
法
の
改
正
を
受
け
、
家
庭
あ
ん
し
ん

セ
ン
タ
ー
と
児
童
セ
ン
タ
ー
を
核
に
、
児
童
虐
待
防
止
対

策
や
相
談
機
能
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

保
育
園
で
は
、
在
宅
で
子
ど
も
を
育
て
る
方
の
元
気
回

復
を
図
る
「
生
活
支
援
一
時
保
育
」（
オ
ア
シ
ス
ル
ー
ム
）

を
10
園
に
広
げ
、
平
日
や
土
曜
日
に
親
子
で
参
加
で
き
る

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
子
育
て
体
験
事
業
」
も
充
実
さ
せ
ま
す
。

児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
の
専
門
相
談
員
を
配
置

し
、
虐
待
防
止
な
ど
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
ま
た
日
曜
日

に
親
子
で
参
加
で
き
る
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援

待
機
児
童
の
解
消
で
は
、
保
育
園
な
ど
で
定
員
等
を
107

人
増
や
し
ま
す
。
来
年
に
向
け
て
三
つ
の
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
室
跡
を
改
修
し
保
育
園
保
育
室
へ
転
用
、
定
員
を
131
人

増
や
し
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
と
幼
稚
園
の
所
管
を
一
本

化
し
、
幼
稚
園
と
保
育
園
を
兼
ね
た
総
合
施
設
を
整
備
し

て
新
し
い
幼
保
一
元
化
施
策
を
進
め
ま
す
。

教
育
改
革
の
推
進

９
年
間
を
通
し
て
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
社
会
性
・
人

間
性
を
は
ぐ
く
む
小
中
一
貫
教
育
の
全
校
実
施
に
向
け
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。
小
学
１
年
生
か
ら
の
英
語
教
育
や
人

間
形
成
に
重
点
を
置
い
た
新
し
い
学
習
「
市
民
科
」
を
取

り
入
れ
つ
つ
、
小
中
一
貫
教
育
に
ふ
さ
わ
し
い
副
教
材
作

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

小
学
校
の
放
課
後
に
遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ
、
勉
強
会
な
ど

多
様
な
活
動
に
参
加
で
き
る
「
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル
」
は
、

第
二
日
野
小
を
除
き
全
校
で
展
開
し
ま
す
。

学
校
施
設
の
整
備

大
崎
地
区
の
小
中
一
貫
校
と
総
合
体
育
館
の
複
合
施
設

が
来
年
３
月
に
竣
工
す
る
ほ
か
、
大
井
地
区
の
小
中
一
貫

校
と
第
二
延
山
小
学
校
の
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

区
立
図
書
館
と
小
中
学
校
の
図
書
館
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、
学
校
図
書
館
の
運
営
を
活
性

化
し
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
読
書
指
導
と
学
習
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

中
高
生
の
新
た
な
居
場
所
づ
く
り

八
潮
児
童
セ
ン
タ
ー
の
テ
ィ
ー
ン
ズ
プ
ラ
ザ
を
整
備
す

ほ
か
、
児
童
セ
ン

館
で
開
館
時
間
を
延
長
し
、

要
介
護
認
定
者
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、

在
宅
で
は
要
支
援
や
要
介
護
１
の
軽
度
の
方
が
多
く
、
施

設
入
所
者
で
は
認
知
症
（
痴
ほ
う
）
の
方
が
８
割
以
上
で

す
。
次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
の
重
点
は
、
重
度
化
予
防

で
あ
り
、
介
護
予
防
を
重
視
す
る
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
、

在
宅
介
護
と
認
知
症
介
護
の
充
実
が
課
題
で
す
。

改
正
を
先
取
り
し
予
防
プ
ラ
ン
作
成
手
法
の
開
発
な
ど
、

介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
構
築
し
、「
筋
力
向
上
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
や
「
い
き
い
き
脳
の
健
康
教
室
」
の
拡
充

を
含
め
、
新
予
防
給
付
と
地
域
支
援
事
業
を
検
討
し
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
計
画
的
整
備

認
知
症
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
計
画
的
に
整
備
し
ま
す
。
来
年
２
月

に
は
西
大
井
に
開
設
し
、
小
山
７
丁
目
で
は
小
規
模
な
多

機
能
施
設
の
計
画
に
着
手
し
ま
す
。
都
南
病
院
跡
地
で
は

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
あ
る
在
宅
介
護
支
援
施
設
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
ま
す
。

福
祉
人
材
の
育
成

質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
福

祉
に
携
わ
る
人
材
の
体
系
的
な
育
成
が
重
要
で
す
。
10
年

目
を
迎
え
る
介
護
福
祉
専
門
学
校
の
福
祉
カ
レ
ッ
ジ
に
、

認
知
症
ケ
ア
専
門
コ
ー
ス
を
新
設
し
、
質
の
高
い
介
護
を

実
践
で
き
る
従
事
者
を
養
成
し
ま
す
。

豊
か
な
環
境
を
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
が
重
要
で

す
。
環
境
問
題
に
対
す
る
区
民
の
関
心
を
一
層
高
め
、
環

境
へ
の
影
響
を
少
な
く
す
る
生
活
様
式
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

環
境
情
報
活
動
セ
ン
タ
ー
を
開
設

区
役
所
内
に
開
設
し
、
環
境
情
報
の
提
供
や
環
境
問
題

に
取
り
組
む
区
民
の
活
動
拠
点
と
し
ま
す
。
運
営
は
、
区

民
が
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
委
託
し

ま
す
。

企
業
の
省
エ
ネ
を
進
め
る
た
め
、
環
境
資
金
の
融
資
あ

っ
旋
に
よ
り
、
区
内
事
業
所
の
環
境
設
備
改
善
も
促
し
ま

す
。身

近
な
と
こ
ろ
で
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
取
り
組
め
る

「
し
な
が
わ
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
」
を
展
開
し
、
学
校
や
家
庭
で

の
実
践
を
通
し
て
、
環
境
へ
の
関
心
を
一
段
と
高
め
て
い

き
ま
す
。

区
内
全
域
で
ご
み
の
各
戸
収
集

環
境
へ
の
負
荷
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
区
民
一
人
ひ
と

り
の
ご
み
減
量
が
大
切
で
す
。
ご
み
の
各
戸
収
集
は
区
内

全
域
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

カ
ラ
ス
の
苦
情
へ
の
迅
速
な
対
応
、
巣
の
撤
去
費
用
の

一
部
補
助
な
ど
総
合
的
な
カ
ラ
ス
対
策
に
も
取
り
組
み
ま

す
。

今
、
品
川
で
は
「
遊
ぶ
、
憩
う
、
学
ぶ
」
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
と
、「
働
く
、
住
む
」
こ
と
で
活
力
を
生
む
ま
ち

づ
く
り
の
両
面
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
最
近
で
は
昼
夜

間
人
口
と
も
に
増
加
し
、
成
熟
す
る
都
市
と
し
て
の
発
展

を
続
け
て
い
ま
す
。

都
市
型
観
光
事
業
の
展
開

訪
問
者
の
増
加
と
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
、
歴
史
と
文

化
に
由
来
す
る
ま
ち
の
資
源
や
、
再
開
発
に
よ
る
新
し
い

街
並
み
、
交
通
の
利
便
性
な
ど
を
活
用
し
た
都
市
型
観
光

事
業
を
展
開
し
ま
す
。
同
時
に
都
市
景
観
に
も
配
慮
し
た

景
観
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
を
定
め
、
モ
デ
ル
事
業
を
進
め
ま
す
。

し
な
が
わ
水
族
館
に
来
年
の
15
周
年
を
記
念
し
、
ア
ザ

ラ
シ
館
を
新
設
し
ま
す
。

交
通
網
の
整
備

東
急
目
黒
線
の
連
続
立
体
交
差
事
業
で
は
、
武
蔵
小
山

駅
の
急
行
停
車
に
合
わ
せ
、
駅
前
広
場
の
整
備
促
進
を
図

り
ま
す
。

幹
線
道
路
網
で
は
、
補
助
163
号
線
と
205
号
線
の
整
備
に

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

都
市
再
生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

大
崎
駅
周
辺
地
区
の
再
開
発
が
進
み
、
都
内
初
の
都
市

再
生
特
別
地
区
の
指
定
を
受
け
た
西
口
明
電
舎
地
区
で
工

事
が
本
格
化
し
ま
す
。
西
口
中
地
区
で
も
特
別
地
区
を
活

用
し
た
市
街
地
再
開
発
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

武
蔵
小
山
駅
東
地
区
で
は
、
し
ゃ
れ
た
街
並
み
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

大
井
町
駅
周
辺
の
再
開
発
の
中
心
で
あ
る
広
町
地
区
で

は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
基
本
構
想
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

163
号
線
沿
い
の
西
地
区
で
は
都
市
計
画
を
決
定
し
、
地
域

の
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

商
業
へ
の
支
援
策

地
域
に
根
ざ
し
た
元
気
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
コ
ン
ペ
方
式
に
よ
り
商
店
街
の
提
案
を
受
け
る
「
わ

く
わ
く
商
店
街
事
業
」
な
ど
商
店
街
の
活
力
を
高
め
る
た

め
の
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。

ノ
ー
レ
ジ
袋
運
動
に
よ
る
エ
コ
回
収
ポ
イ
ン
ト
と
買
い

物
ポ
イ
ン
ト
と
を
一
体
的
に
運
用
す
る
、
新
た
な
エ
コ
カ

ー
ド
を
導
入
し
ま
す
。

製
造
業
の
振
興

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
力
や
製
品
開
発
力
を
更
に

高
め
る
た
め
、
経
営
と
技
術
の
両
面
か
ら
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

豊
富
な
経
験
と
実
績
を
持
つ
専
門
家
集
団
を
個
々
の
事

業
所
へ
派
遣
す
る
出
前
診
断
、
区
内
の
都
立
高
専
の
人
材

と
機
材
を
活
用
す
る
「
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
な

ど
、
産
学
公
の
連
携
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
高
齢
者
を
中
心
に
運
用
し
て
き
た
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
障
害
者
に
も
拡
大
し
ま
す
。

ま
た
旧
大
崎
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
跡
に
精
神
障
害
者
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
き
め
細
や
か
な
相
談
や

自
立
に
向
け
た
日
常
生
活
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

だ
れ
も
が
生
き
生
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
く
に
は
、

顔
と
顔
が
互
い
に
見
え
る
ふ
れ
あ
い
と
助
け
合
い
の
参
加

に
よ
る
地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
情
報
の
提
供

身
近
な
と
こ
ろ
で
気
軽
に
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

情
報
が
手
に
入
り
活
動
で
き
る
よ
う
、
紹
介
窓
口
を
設
置

す
る
ほ
か
、
地
域
セ
ン
タ
ー
や
品
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
と
も
連
携
し
、
様
々
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

駅
前
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の
新
設

土
・
日
曜
に
も
戸
籍
証
明
や
住
民
票
を
発
行
す
る
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
武
蔵
小
山
駅
前
に
新
設
し
ま
す
。
ま
た

軽
自
動
車
税
と
区
民
税
も
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

入
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

平
和
と
人
権

国
際
社
会
で
紛
争
が
絶
え
な
い
今
こ
そ
、
平
和
の
尊
さ

や
人
間
と
し
て
の
尊
厳
が
問
わ
れ
て
い
る
時
で
す
。

非
核
平
和
都
市
品
川
宣
言
20
周
年
の
こ
の
３
月
に
平
和

祈
念
展
を
開
催
す
る
ほ
か
、
し
な
が
わ
中
央
公
園
に
平
和

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
し
、
平
和
の
尊
さ
を
願
い
続
け

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
国
際
交
流
事
業
で
は
、
青
少
年
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
実
施
す
る
な
ど
市
民
相
互
の
国
際
理
解
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

情
報
技
術
の
活
用

住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
し
、
外
部
委
託
に
よ
り

効
率
的
で
安
定
し
た
運
用
管
理
に
移
行
し
ま
す
。

自
宅
で
窓
口
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
電
子
区
役
所
を

目
指
し
、
電
子
申
請
や
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
の
稼
動
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
情
報
の
安
全
管
理
で
は
組
織
認
証
基
盤

の
整
備
、
機
密
保
護
対
策
の
強
化
、
不
正
侵
入
の
防
止
な

ど
一
層
の
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
教
育
改

革
プ
ラ
ン
21
の
推
進
に
役
立
て
る
た
め
、
小
中
学
校
の
全

教
員
に
パ
ソ
コ
ン
を
配
備
し
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

区
の
組
織
体
制
を
一
部
見
直
し
、
よ
り
効
率
的
な
事
務

処
理
体
制
に
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
今
後
の
介
護
保
険

制
度
の
改
正
に
対
応
す
る
た
め
、
保
険
料
徴
収
業
務
と
給

付
業
務
を
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
、
幼
児
教
育
を
よ
り
効

果
的
に
進
め
て
い

た
め
、
保
育
園
の
運
営

一
体
化

1

安
心
・
安
全
を

高
め
る
プ
ラ
ン

第三次長期基本計画の�
�
�
�
�
�
に沿って重点的に取り組んでいきます�

2

子
育
て
の
楽
し
さ
を

ひ
ろ
げ
る
プ
ラ
ン

5

活
力
と
魅
力
を

創
造
す
る
プ
ラ
ン

4

環
境
と
の
共
生
を

目
指
す
プ
ラ
ン

7

区
民
と
と
も
に

歩
む
プ
ラ
ン

施
策
を
推
進
す
る
た
め
に

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
充
実



（3）

人口動態職業・産業調査にご協力ください
人口動態調査は皆さんからの出生・死亡・死産・
婚姻・離婚の各届出書をもとに、出生や死亡の状
況などを調べるため毎年実施しています。国勢調
査が行われる17年度は、各届出書に職業の記入も
お願いします。また死亡届には、産業の記入もお
願いします。
4月1日～18年3月31日
東京都福祉保健局企画課15320－4019

品川区戸籍住民課15742－6657

国民健康保険医療費をお知らせします
今後の健康づくりに役立てていただくため、国
民健康保険の加入者に、16年7月～12月に医療機
関で受診したときの総医療費と柔道整復師（接骨
師）から16年9月～17年2月に請求のあった施術費
の総額をお知らせします。ただし、医療（施術）
費の月額が10,000円未満の場合と医療機関などか
らの請求が遅れている場合は除きます。
この通知は3月下旬ごろお届けしますが、特に
手続きは必要ありません。
保険年金課給付係15742－6677

品川区都市計画審議会
3月17日e午後2時から
災害対策本部室（防災センター4階）

審議案件／東品川5丁目地区地区計画の決定、大
井町西地区第一種市街地再開発事業の決定、高度
利用地区の変更（大井1丁目・二葉1丁目）、高度
地区・防火地域・準防火地域の変更（小山3丁目）、
武蔵小山駅東地区地区計画の決定、大崎駅西口地
区地区計画の変更など　 20人（先着）
傍聴方法／当日、午前8時30分～午後1時30分に都
市計画課（本庁舎6階15742－6760）へ

福祉タクシー利用券・自動車燃料費助成券の交付
17年度心身障害者福祉タクシー利用券・自動車
燃料費助成券を交付します。
16年度に交付した方で次に該当する方には、16
年度に交付した券と同じものを3月下旬に郵送しま
す。窓口での交付や16年度と別種の券を希望する
方は、3月16日dまでに電話かFAXでご連絡くださ
い。16年度に交付を受けていない方で該当する方
は、品川区社会福祉協議会へ申請してください。
次の要件を満たす方

（1）区内在住で障害の程度が次のいずれかに該当
する方
①下肢・体幹障害1～3級　 ②視覚障害1級
③内部障害1級　　　　　　　④愛の手帳1・2度
（2）所得が基準額以内の方

交付数／福祉タクシー利用券＝1カ月500円券3枚
と100円券8枚
自動車燃料費助成券＝1カ月500円券4枚
3月25日fから身体障害者手帳か愛の手帳を持

って品川区社会福祉協議会（大井1－14－115718
－7171）へ
障害者福祉課障害者福祉係

（15742－6707 Fax3775－2000）
問

申

人

人

会
日

問

問
日

あ な た と 区 と の

お知らせ健康
平成17年（2005）3.11

=日時・期間　　　　　 =費用・料金　　　　　 =参加方法　　　　　　 =申込方法
=会場　　　　　　　　 =内容　　　　　　　　 =対象・定員　　　　　 =問い合わせ問人内会

申参¥日

HOTLINE
供
す
る
立
体
映
像
装
置
を
備
え

区
民
の
防
災
意
識
の
向

上
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
助
成
に
加
え
、
新
た
に
耐
震
改

修
工
事
の
資
金
融
資
を
あ
っ
旋
し
ま
す
。
防
災
生
活
圏
促

進
事
業
や
橋
の
改
修
な
ど
を
計
画
的
に
実
施
し
、
地
震
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
都
市
型
水
害
を
防
止
す

る
た
め
、
目
黒
川
右
岸
の
排
水
施
設
と
戸
越
銀
座
周
辺
地

区
の
貯
留
管
を
整
備
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る

昨
年
か
ら
技
術
者
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
共
同
で
開
発
し
て
き
た
近

隣
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
今
年
の
夏
休
み
前
に
モ
デ

ル
実
施
し
ま
す
。
秋
に
は
区
立
学
校
の
小
学
生
に
専
用
子

機
を
貸
与
し
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
防
犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
つ
く
り
ま
す
。

子
ど
も
の
目
線
に
立
っ
た
防
犯
対
策

生
活
安
全
サ
ポ
ー
ト
隊
が
夏
休
み
に
子
ど
も
と
地
域
を

パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
「
わ
ん
ぱ
く
パ
ト
ロ
ー
ル
」
や
子
ど
も

の
駆
け
込
み
場
所
「
こ
ど
も
110
番
の
家
」
を
歩
い
て
回
る

な
ど
、
子
ど
も
自
身
が
参
加
す
る
防
犯
活
動
を
始
め
ま
す
。

化
し

子
ど
も
た
ち
へ
の
読
書
指
導
と
学
習
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

中
高
生
の
新
た
な
居
場
所
づ
く
り

八
潮
児
童
セ
ン
タ
ー
の
テ
ィ
ー
ン
ズ
プ
ラ
ザ
を
整
備
す

る
ほ
か
、
児
童
セ
ン
タ
ー
５
館
で
開
館
時
間
を
延
長
し
、

中
高
生
の
新
た
な
居
場
所
を
つ
く
り
ま
す
。

高
齢
社
会
で
は
、
何
よ
り
も
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元

気
で
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

身
近
な
地
域
で
の
活
動
を
支
援

元
気
な
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
し
た
社
会
活
動
が
で
き

る
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
、

就
業
の
機
会
も
拡
充
し
ま
す
。
区
民
健
康
づ
く
り
プ
ラ
ン

に
よ
り
「
健
康
塾
」
や
地
域
の
運
営
に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い

健
康
塾
」
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
第
二
荏
原
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
跡
を
「
荏
原
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
」
と
し
て
地
域
支
え
合
い

の
拠
点
に
改
修
し
ま
す
。

り
の
ご
み
減
量
が
大
切
で
す

ご
み
の
各
戸
収
集
は
区
内

全
域
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

カ
ラ
ス
の
苦
情
へ
の
迅
速
な
対
応
、
巣
の
撤
去
費
用
の

一
部
補
助
な
ど
総
合
的
な
カ
ラ
ス
対
策
に
も
取
り
組
み
ま

す
。

資
源
回
収
の
拠
点
整
備

大
井
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
資
源
セ
ン
タ
ー
と
し
て
再
整

備
し
、
古
紙
、
び
ん
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
資
源

化
拠
点
と
し
ま
す
。
太
陽
光
発
電
や
隣
接
す
る
清
掃
工
場

の
発
電
を
利
用
す
る
ほ
か
、
屋
上
を
緑
化
し
環
境
に
配
慮

し
た
モ
デ
ル
施
設
と
し
ま
す
。

新
た
な
試
み
と
し
て
、
区
道
の
路
面
改
良
の
際
、
保
水

性
舗
装
や
遮
熱
性
舗
装
を
取
り
入
れ
、
環
境
に
や
さ
し
い

路
面
を
つ
く
り
ま
す
。

緑
化
の
推
進

緑
の
あ
る
環
境
は
生
活
に
う
る
お
い
や
安
ら
ぎ
を
与
え
、

地
球
温
暖
化
の
予
防
に
も
貢
献
し
ま
す
。

東
品
川
海
上
公
園
に
隣
接
す
る
下
水
道
の
東
品
川
ポ
ン

プ
所
周
辺
を
整
備
し
ま
す
。
目
黒
川
に
引
き
続
き
、
立
会

川
の
護
岸
を
緑
化
す
る
ほ
か
、
学
校
や
区
役
所
の
屋
上
緑

化
を
進
め
ま
す
。

豊
富
な
経
験
と
実
績
を
持
つ
専
門
家
集
団
を
個
々
の
事

業
所
へ
派
遣
す
る
出
前
診
断
、
区
内
の
都
立
高
専
の
人
材

と
機
材
を
活
用
す
る
「
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
な

ど
、
産
学
公
の
連
携
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

区
の
人
口
は
８
年
連
続
し
て
増
え
て
い
ま
す
が
、
国
全

体
の
人
口
は
平
成
19
年
以
降
、
減
少
し
て
い
く
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
な
ど

様
々
な
世
帯
が
暮
ら
し
や
す
く
、
地
域
の
活
力
と
都
市
居

住
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

多
世
代
世
帯
の
定
住
を
支
援

現
在
１
０
５
６
戸
あ
る
区
民
住
宅
を
活
用
し
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
の
定
住
を
進
め
る
ほ
か
、
戸
建
て
住
宅
で
は
多
世

代
世
帯
の
住
宅
取
得
を
助
成
し
ま
す
。

自
立
と
社
会
参
加
の
促
進

障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

自
立
と
社
会
参
加
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

区
の
組
織
体
制
を
一
部
見
直
し
、
よ
り
効
率
的
な
事
務

処
理
体
制
に
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
今
後
の
介
護
保
険

制
度
の
改
正
に
対
応
す
る
た
め
、
保
険
料
徴
収
業
務
と
給

付
業
務
を
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
、
幼
児
教
育
を
よ
り
効

果
的
に
進
め
て
い
く
た
め
、
保
育
園
の
運
営
と
一
体
化
さ

せ
る
こ
と
、
都
市
開
発
、
住
環
境
、
住
宅
部
門
を
見
直
し
、

効
果
的
な
体
制
に
改
め
ま
す
。

地
方
自
治
の
課
題

地
方
分
権
と
国
の
三
位
一
体
改
革
の
流
れ
の
中
で
、
最

も
大
切
な
の
は
、
区
政
の
あ
り
方
と
区
民
の
利
益
を
考
え
、

確
か
な
信
念
と
情
熱
を
も
っ
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

都
区
制
度
改
革
後
、
真
の
基
礎
的
自
治
体
と
し
て
の
財
政

自
主
権
の
確
立
が
最
重
要
課
題
で
す
。
こ
の
解
決
に
は
、

都
区
財
政
調
整
の
配
分
に
つ
い
て
、
区
長
会
で
都
に
働
き

か
け
る
と
と
も
に
、
権
限
と
税
源
の
委
譲
に
向
け
て
23
区

の
独
自
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
改
革
の

力
を
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
頂
き
、
更
な
る
自
治
権
の
拡
充

に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

＊

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

3月
13日（日）
20日（祝）

品川区医師会休日診療所 北品川 3─11─16 13450─7650
荏原医師会休日診療所 中　延 2─ 6 ─ 5 荏原医師会館内

13783─2355

内 小
内 小

3月13日
（日）

酒寄（さかより）医院 東大井 2─26─ 3 13761─3250
さいとう歯科医院 北品川 1─28─ 9 13450─3719
林歯科医院 戸　越 3─ 2 ─ 8 13787─8482
篠原接骨院 西大井 2─ 4 ─19 13775─2407
誠道館清水接骨院 小　山 3─16─ 5 13783─0685

内 小

休日昼間・夜間 診療時間　午前９時～午後10時　　　　　　　固定診療所

診療時間　午前９時～午後５時

診療時間　午後７時30分～午後10時30分

歯
歯
骨
骨

3月20日
（祝）

広田医院 大　井 4─29─31 13772─3500
宮田歯科 北品川 1─30─ 5 13471─1184
内山歯科医院 平　塚 1─ 7 ─ 4 13787─2223
みやび接骨院 西大井 3─13─15 15742─3450
上條接骨院 二　葉 2─ 8 ─ 9 13786─7949

内 小
歯
歯
骨
骨

月～金曜日
荏原医師会附属診療所 中　延 2─ 6 ─ 5 荏原医師会館内

（15歳未満） 13783─2355
小

休日昼間

平日夜間

●品川区テレホンサービス 13777─1135 ※重病の方は119番をご利用ください。
東京都保健医療情報センター（ひまわり）………… 15272─0303
品川消防署 …… 13474─0119 大井消防署 …… 13765─0119
荏原消防署 …… 13786─0119 東京消防庁 …… 13212─2323

医療機関
の24時間
案　　内

内科 小児科 歯科 接骨内 小 歯 骨

※行く前に必ず電話連絡を。健康保険証を忘れずに！診療所応急

扶養親族の数

0人
1人
2人
3人
4人

20歳以上
3,604,000円
3,984,000円
4,364,000円
4,744,000円
5,124,000円

20歳未満
6,287,000円
6,536,000円
6,749,000円
6,962,000円
7,175,000円

所得制限基準額

※20歳以上の方は本人、20歳未満の方は生計中心者の所得です
（3～6月の申請者は15年、7月～18年3月の申請者は16年の所得）。
※表の金額は所得控除後のものです（この表の金額に加算でき
るものもあります）。詳しくはお問い合わせください。

6

一
人
ひ
と
り
の
住
み
よ
さ
を

高
め
る
プ
ラ
ン

3

高
齢
期
も
笑
顔
が

輝
く
プ
ラ
ン

のたより税税
16年分所得税・贈与税の申告と納税の期限
は、3月15日cです。
税務署は、土・日は休みですが、申告書は、
郵送か税務署の時間外収受箱に提出すること
ができます。
●税理士のニセモノにご注意を
申告書の作成などを依頼する場合は、税理
士であることを確かめてください。
●お済みですか？消費税の準備～制度が変わりました
15年分の課税売上高が1,000万円を超える個
人事業者は、17年分の消費税の申告が必要です。
速やかに「課税事業者届出書」を提出してく
ださい。
仕入税額控除の適用を受けるためには、記
帳と請求書などの保存が必要です。

●確定申告期に多いQ＆A
Q 所得税の確定申告書の用紙はどこでもらえ
ますか？
A 税務署のほか、区役所や地域センターの窓
口にもありますので、ご利用ください。
Q 申告書の提出は郵送でもできますか？
A 郵送でも受け付けています。申告書の控え
に税務署の収受日付印が必要な方は、控えに
住所・氏名などをボールペンで記載し、切手
をはった返信用封筒を同封してください。
A※収受日付印の押印は、内容を証明するもの
ではありません。
Q 還付金はどれくらいで還付されるのですか？
A 所要の手続きを行いますので、申告書提出
後1カ月半～2カ月程度で支払われます。

・相談／品川税務署 13443－41718
荏原税務署 所得税・個人消費税13783－6182

譲渡・贈与 13783－5362
税金の納付 13783－5381

東京国税局税務相談室 13821－9080

問

（ ）

ミニ青空市

所得税・贈与税の
確定申告は
お済みですか？

3月17日e午前10時
から
ミニ青空市（JAS有

機・特別栽培などの安
心で安全な旬の新鮮野
菜・果物などの販売）、
食に関する啓発パネル
展示、リサイクル製品
（トイレットペーパーな
ど）の展示販売
共催／品川区消費者団
体連絡会

消費者センター
（大井1－14－1
15718－7181）

問会

内

日

マイバッグ（買い物袋）
をご持参ください



■初心者弓道教室
月曜コース＝4月11日～12月19日
午前10時～正午（全33回）
火曜コース＝4月12日～12月13日
午後6時30分～8時30分（全33回）
土曜コース＝4月16日～12月17日
午後1時30分～4時30分（全27回）
東品川公園（東品川3－14－9）
高校生以上の方30人（抽選）
前期各10,500円（年間保険料込）

後期各7,500円
3月25日fまでに往復はがき

で、教室名・コース・住所・氏
名・電話番号・経験の有無をス
ポーツ協会へ
※弓道具は無料でお貸しします。

申

￥
人
会

■少年少女武道教室
表の費用と保険料500円
3月18日fまでに、往復はがきかFAX

で、希望の教室名・日時・住所・氏名・
電話番号・学校・新学年を各会場へ
※通年の教室で継続可能、費用は3カ月
ごと。

■空手道教室
4月5日～8月30日の火曜日

午後7時30分～8時30分（全20回）
※通年の教室で継続可能。
総合体育館
16歳以上の方30人（抽選）
9,500円（保険料込）
3月18日fまでに、往復はがきかFAX

で教室名・住所・氏名・電話番号をス
ポーツ協会へ

■社交ダンス初心者教室
4月5日～7月26日の火曜日

午後6時30分～8時30分（全16回）
東品川文化センター

（東品川3－32－10）
モダン種目・ラテン種目の基本と初

歩ステップ
20歳以上の初心者男女各30人（抽選）
6,400円
3月20日-までに、はがきで教室

名・住所・氏名・電話番号をスポーツ
協会へ

■硬式テニスクラブ対抗戦
4月10日aリーグ戦

4月29日-順位別トーナメント戦
※午前8時45分から受け付け。
しながわ区民公園（勝島3－2）
ダブルス（男子・女子・ミックス各

1組の団体戦）
品川区テニス連盟加入団体、区内在

住か在勤の団体12チーム（先着）
人

内
会

日

申
￥
人

内

会

日

申
￥
人
会

日

申
￥

1チーム12,000円、連盟加入団体9,000
円
4月3日aまでに、費用を持ってスポ

ーツ協会へ

■初心者のための筋トレのコツ教室
90分間ウエイトマシンやエアロバイク
などの正しい使い方を実践します。

15歳以上の方各5人（先着）
各500円（入館料）

持ち物／室内用シューズ、運動ができ
る服、タオル

電話で品川健康センター（北品川
3－11－2215782－8507）へ

■田植え体験とマス釣り
品川＆早川ふるさと交流
地元の小学生とともに田植えを行い、
マス釣りやバーベキューも楽しみます。
5月14日g午前7時30分～15日a午後

5時30分（1泊2日、区役所集合・解散、
往復バス）
宿泊／町営ヘルシー美里（温泉）
区内在住か在勤の方41人（抽選）

※小学生以下は親子で参加。
10,000円、小学生以下6,000円（交通

費・宿泊費込）
3月22日c（必着）までにはがきか

FAXに「ふるさと交流」とし、代表者
の住所・氏名・電話番号、参加者全員
の氏名を区民課市町村交流担当（0
140－8715品川区役所1 5742－6856
Fax5742－6877）へ

■社会教育委託学級・講演会を開きませんか
区民対象の学級・講演会を教育委員会
に代わって開設していただきます。
テーマ／地域社会・文化の向上、青少
年の健全育成、家庭教育の振興、高齢
社会、人権、平和、障害者、女性、環
境問題に関することなど
7月15日～18年3月31日に、①学級は1

日2時間以上で5～10回開催（委託料10
万～20万円）、②講演会は2時間以上で1
回開催（委託料1万～6万円）
構成人数が10人以上の社会教育関係

登録団体①6団体②2団体
4月20日dまでに、申請書（生涯学

習課、文化センターで配布）を生涯学
習課社会教育係へ持参 ※自主グルー
プ講師派遣、子育て若葉マーク講習と
重複して申し込むことはできません。

申

人

内

申

￥

人

日

申会

￥
人

申

￥

■品川区民春季短歌大会作品募集
4月29日-午後1時～4時
荏原文化センター（中延1－9－15）
講演と最優秀作の発表、表彰

選者／吉村睦人（「新アララギ」編集者）
選歌方法／選者と参加者の互選
中学生以上の方
1,000円、高校生以下500円
3月30日d（必着）までに封書で未

発表の雑詠一首（原稿用紙に縦書きで）
と住所・氏名・年齢・電話番号と所属団
体もあれば書いて、費用（定額小為替）
を同封し、生涯学習課社会教育係か、
品川区短歌連盟・三宅幸子（0142－
0041戸越1－27－2813784－3450）へ

■「いきいきカラオケ広場」で仲間づ
くり・健康づくり～登録グループ募集
高齢者のグループがカラオケルームを
無料で利用できます。
月～金曜日の午後2時～5時（祝日と

蒲田駅前店の指定する日を除く）
ビッグエコー五反田店（五反田駅

前）、蒲田駅前店（JR蒲田駅西口）
※登録カードは、五反田店・蒲田駅前
店とも共通で使用できます。
登録期間／4月1日～18年3月31日
60歳以上の区内在住者で構成された

5人以上のグループ
室料は無料、飲食代は自己負担

※施設内への飲食物の持ち込みはでき
ません。
はがきに「17年度カラオケ広場」と

し、グループ名、代表者の氏名・電話
番号、全員の住所・氏名・生年月日を
高齢事業課いきいき事業係（0140－
8715品川区役所15742－6733）へ
※受け付け後、登録カードを郵送します。

■介護者教室
●転ばぬ先のつえ　～転倒防止体操
3月15日c午後2時～3時

講師／与那嶺司（臨床福祉専門学校学
科長） 30人（先着）

3月14日bまでに、電話で荏原在
宅サービスセンター（荏原2－9－6
15750－3708）へ
●介護ストレスを考える
介護者同士、困っていることを話し合
いましょう。
3月26日g午後1時30分～3時30分日

申会
人

日

申

￥

人

会

日

申
￥
人

内
会
日

3月25日fまでに、電話で荏原在
宅介護支援センター（荏原2－9－6
15750－3704）へ
●家族と同じものを食べよう
かむ力が弱くても家族と一緒に食べられ
るメニューや調理のこつを紹介します。
3月26日g午後1時30分～3時30分
16人（先着）
3月25日fまでに、電話かFAXで

教室名・住所・氏名・電話番号をさく
ら会（南大井5－19－11 5753－3900
Fax5753－3955）へ

■親子フラワーアレンジメント教室
3月27日a午後1時～3時
きゅりあん（大井町駅前）
区内在住でひとり親家庭の親子25組

（先着） 500円
持ち物／はさみ、ビニールシート
主催／品川区母子寡婦福祉連合会with
3月18日fまでに電話で児童課児童

支援係15742－6589へ

■メイプルセンターの講座
①はじめよう英会話
4月6日～6月22日の水曜日午後7時～

8時30分（全11回） 12人（先着）
24,000円（教材費別）

②季節のナチュラルクラフト
〈春～麻布を使って〉
4月11日・25日、5月9日・23日、6月6

日・13日の月曜日午後1時30分～3時30
分（全6回）
12人（先着） 8,700円（教材費別）

―――――― 共　　通 ――――――
電話でメイプルセンター（西大井

駅前13774－5050）へ
申会

￥人

日

￥
人

日

申

￥
人
会
日

申会
人
日

申会

◆講座ほか◆

古紙配合率100％再生紙を使用しています

集中力を高めて…！

◆スポーツ◆

●費用の記載のないものは無料
●対象は原則として区内在住・在勤・在学の方

■生涯学習課 Fax5742－6585・6893
0140－8715 広町2－1－36 第二庁舎7階
●スポーツ係 15742－6838
●学習推進係 15742－6837
●社会教育係 15742－6835・6

■品川区スポーツ協会・総合体育館
0141－0001 北品川5－6－11
13449－4400 Fax3449－4401
■戸越体育館
0142－0042 豊町2－1－17
13781－6600 Fax3781－6699

=日時・期間　 =会場　　　 =費用・料金　

=内容　　　　 =参加方法　 =対象・定員

=申込方法　　 =問い合わせ　　　　　問申

人参内

¥会日

問い合わせ

しながわ
広報

毎月1・11・21日発行

代表番号 13777-1111
広報広聴課 15742-6644 Fax5742-6870
http://www.city.shinagawa.tokyo.jp/

3.11第1546号

次号 予告

3月21日号

平成17年（2005）

✐ スポーツ施設を
使いこなそう

✐ シルバー大学学生募集

品川区

品川区は、サービス精神、
チャレンジ精神、新感覚
でイメージアップ運動を
進めています。

第26号�しながわ� ができました�
特集 住みよいまち
あなたは自分の住んでいるまち
が好きですか。
●まちの暮らしにズームイン！
●わくわく探しのまち歩き

ほか
区内施設、東京都書店商業組合
品川支部加盟店で無料配布して
います。
広報広聴課15742－6644問

3月30日d午後1時30分～3時
講師／柴原弘子（消費生活専門相談員）
20人（抽選） 共催／品川区消費者団体連絡会
3月22日cまでに往復はがきで講演会名・住所・

氏名・年齢・電話番号を消費者センター（0140－0014
大井1－14－115718－7181）へ

申会

人

日

消費者
講演会

教室名 日　時

4/12～7/12の
火曜日（全13回）
18：30～19：30
4/13～7/13の
水曜日（全13回）
16：00～18：00
4/7～7/14の
木曜日（全14回）
17：00～19：00
4/14～7/14の
木曜日（全13回）
18：30～19：30
4/6～7/13の
水曜日（全14回）
18：30～19：30

対象・定員
（抽選）

小・中学生
30人

小・中学生
20人

小・中学生
30人

小・中学生
20人

費用

2,600
円

2,800
円

2,600
円

2,800
円

会場

総　合
体育館

戸　越
体育館

総　合
体育館

戸　越
体育館

空
手
道

剣
道

柔
道

（1）
3/14B

①10：00～11：30 ②13：00～14：30

（2）
15C

（3）
16D

（4）
17E

（5）
18F

3月20日-

午後1時30分～3時
出演／品川クラシック
音楽協会（ソプラノ：今
井久子、ピアノ連弾：堤
鈴惠・寺西木綿子、ピ
アノ伴奏：中澤薫子）
曲目／エルガー「愛の
挨拶」、ヨハン・シュト
ラウス「春の声」ほか

当日、中小企業セ
ンター3階レクホール
（西品川1－28－3
13787－3041）へ

参会

日

第107回��
しながわ�

日曜コンサート�

�
しながわ�

日曜コンサート�


